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表紙―函館「弥生坂」

裏表紙―尾道、千光寺から続く道 (関連記事p8)

photo:伊奈英次

ラ ン ドス ケ ー プ ・ デ ザ イ ン の 新 展 開

― ― 地 形 を 活 か し た ま ち づ く り
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わが国は、国土の約73%が「山地」と「丘陵」に覆われている。

当然のことながら、私たちの周囲には起伏に富んだ景観が形成されている。

たとえば、坂のある風景。「富士見坂」「団子坂」「異人坂」など、さまざまな名称を冠する坂道が示すように、

歴史的な史実や伝説を持つ坂道も少なくない。

また、斜面からの広々とした眺望は地域生活を特徴づける役目を果たしている。

近年、ニュータウンの開発などで、地形を活かした整備計画が行わねるようになってきた。

地形は、景観を形成する重要なストックだといえる。

ただ一方で、いわゆる交通弱者にとって坂は依然として大きな障害になつていることも事実だ。

景観保全に配慮しつつ、バリアのないまちづくりを進めるために、

今、新たなランドスケープ。デザインが求められている。

phOtσ 伊奈英次「長崎、南大浦小学校から続く“坂段"」 (関連記事p8)


